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はじめに
中島敦は一九四一年六月から翌年三月まで南洋庁へ内務部地方課国語編集書記に赴任したことがある。南洋から戻った
後、南洋を舞台とした南洋物を九篇創作し、すべて第二作品集『南島譚』 （今日の問題社、一九四二年十一月
（
に収録して
いる。これらの南洋物は、作家として生きて行くと決意した直後
（（
（
に書き上げたもので、若く病死した中島敦の全作品数の
三分の一を占めている。この『 島譚』は当時の文壇で際立つ存在となり、好評を博している。南洋作品は、世に送り出された時から高く評価され、愛読されている。
中島敦が亡くなった一年後、 『文芸』一九四三年十二月号は読者アンケートを行い、新人小説や従軍記、最も感銘を受け
た作品という内容で、その年の文学作品につい の感想を募集した
（（
（
。中島敦に関する葉書は五通あるが、坂口安吾、平野
謙といった著名作家、評論家から 感想であるため、無視することはできない。たとえば、坂口安吾は の新人作家は既成作家以上に不新鮮であり、 「むしろ中島敦氏 着実な仕事が私には最もたのしかつた」と 平野謙は「中島敦『南島譚』 、
一四〇
石川淳『山桜』などを愛読しました。 （中島敦は実に惜しいことをした、近年新人と呼び得る殆ど唯一人の人だつたのに。
（」
と、織田正信は「かりにも文芸の名に値する作品が幾つあつたでせう。強いて挙げれば、今は故人の中島敦氏の作でせう」とそれぞれ回答している。
このアンケートの回答で取り上げられている中島敦の作品は、彼が世を去った年に発表された「山月記」や、亡くなる
直後に公表さ た「李陵」 、 「弟子」なども含まれると思われ、亡くなる一ヶ月前に世に送り出された単行本『南 譚』に収められている南洋作品だけではないのであろう。しかし、これは、中島の南洋作品は「山月記」 、 「李陵」 、 「弟子」といった定評のある名作に負けない魅力を持っていることを裏付けているといえよう。
南洋物の中に、最初の構想の段階から存在し、中島敦文学の中で珍しく女性を主人公とする作品「マリヤン」がある。
マリヤンは実在 人物であり
（（
（
、彼女の名前が中島敦の日記にも記され
（（
（
、中島の南洋滞在中に出会った親友土方久功の日記
にも頻出してい
る
（（
（
。そして、土方久功の研究に詳しい岡谷公二氏も、 「マリヤン」の内容は「ほとんど虚構はない模様」と
指摘している。したがって、中島の南洋行の経験・心境をより捉えやすいという点で、彼の南洋物の中では多く論じられる作品となっている。本稿では 「マリヤン」という小説を中心に論を進め、中島の南洋物の本質をつかみたい
一、 『南島譚』における「マリヤン」
中島敦の第二作品集『南島譚』に収められている作品は次のようである。「南島譚」三篇（ 「幸福」 「夫婦」 「鶏」
（
「環礁
―
ミクロネシヤ巡島記
―
」五篇（ 「寂しい島」 「夾竹桃の家の女」 「ナポレオン」 「マリヤン」 「風物抄」
（
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「悟浄出世」「悟浄歎異
―
沙門悟浄の手記
―
」
「古俗」二篇（ 「盈虚」 「牛人」
（
「過去帳」二篇（ 「かめれおん日記」 「狼疾記」
（
「南島譚」の「譚」は語り物という意味であるが、ここでは、佐々木充氏の言う「神話・伝説に膚接するもの」であり、
「完結した、過去のことをかたる
（（
（
」ということを指すのであろう。実際には、 「南島譚」に収められている「幸福」 「夫婦」
「鶏」三篇は、どれも島で伝えられている昔話のような物語である。それに対して、 「環礁」に収められている作品は、作者が南洋における経験や実際にかかわりを持っていた人物を描いたものである。
ところで、現存している中島敦の「ノート四」には、南洋物の創作計画を示している次のようなメモがある。
　　
コロール町素描
　
○ナポレオン
　
○曇天
　
○キラ・コシサン
　
　
○章魚木
　
○鶏
　
○マリヤ
　
○ウバル
　
ヤルート
　
トラック
　
ポナペ
　
ヤップ
　
ロタ
　
サイパン
オ　　　ラ　　　パ
一四二
上段の「コロール町素描」については、 「マリヤ」を「マリヤン」という題に変えて「ナポレオン」と「環礁」という総
題の下に収められる。 「章魚木」については、彼が南洋庁に滞在していた間に発表したエッセイ「章魚木」 （ 『南洋群島』一九四二年三月号
（
を指すと思われる。 「キラ・コシサン」は「南島譚」という総題の下に収められている「夫婦」の主人公
の名前であるため、 「夫婦」のことを指すのであろう。残りの「曇天」と「ウバル」は不明である。上記の作品のタイトルは、中島がコロール町を描く時の初期の段階の創作計画を示している。
下段の「パラオ」については、その下に記されている島々の名前は、おそらく「環礁」の中の「風物抄」に収められて
いる島々のことであろう。 だし、実際に「風物抄」に収録されている島は「Ⅰクサイ」 「Ⅱヤルート」 「Ⅲポナペ」 「Ⅳトラック」 「Ⅴロタ」 「Ⅵサイパン」であり、計画の「ヤップ」島は「クサイ」島に変えられたのである。
上記のメモから、 マリヤン」は南洋物を構想する最初の段階から存在した作品の一篇とわかる。これまで 「マリヤン」論は、主に脱植民地主義の反映と論じられて る
（（
（
。代表的なのは山下正史氏の論説である。山
下氏によると、マリヤン 「植民地政策 犠牲者 マリヤンが「植民地政策の犠牲者」 なる理由は、 「東京の女学校で二、三年教育を受けてインテリとなってしまった故に」パラオ 男と結婚生活 続けられなくなってしまうという不幸によると指摘してい
る
（8
（
。私は山下氏の結論には賛同できるが、結論に導くには具体的な分析が十分とは言いかねない。
まず、東京の女学校で二、三年教育を受けただけで、インテリとはなれないであろう。マリヤンがインテリと言えるの
は、彼女の家柄と教育によるものと考えられる。彼女の養父は英人と土民との間に生まれたため、英語が得意であり、独領時代に民俗学者クレエマア教授が調査に来 いた間も、ず と英語 使って通訳を担当してい ほどであ 。そして、マリヤンの実母は、パラオの中心地であるコロール第一長老の娘である。この家柄と東京女学校で 二、三年間の教育でマリヤンは南洋島のインテリになったの ろう。
次は、作品のなかで、 「私」はマリヤンの家 テーブルに置かれている厨川白村の『英詩選訳』と『ロティの結婚』を目
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にした時、またマリヤンの盛装姿を見かけた時、二回とも「いたましさ」を感じたのである。作者はこの理由については何も触れていない。このなかに作者中島が本当に訴えたいものが潜んでいると思われる。本稿は、 「私」が二回も「 たましさ」を感じ ことに着目し、マリヤンが「植民地政策の犠牲者」である理由を追究し、作者中島敦の 品創作 意図を探りたい。
二、マリヤン像
―
「私」は「いたましさ」を感じた
「マリヤン」は南洋滞在中出会った親友土方久功のところで知り合ったマリヤ（マリア
（
という女性をモデルにした作品
である。前に触れたが、ほぼ中島の南洋経験に基づいた小説といえる。「マリヤ」のことを、島民の鼻にかかった発音では、 「マリヤン」となる。同じく「環礁」という総題に収められた「ナポレオン」の冒頭にある説明によると、昔キリスト教の宣教師に命名されたため、マリヤやナポレオンやフランシスなど変わった名前がたくさん 。マリヤンは南洋に十数年に住んでいる土俗学者
H
氏（中島敦の親友土方久功のこと
（
のパラオ語の先生である。
H
氏は
パラオに住み、地方の伝説、昔話の類を集め、それを邦訳し、彼女は週に三回その手伝いをしている。マリヤンはコロール島第一名家の出身であり、東京の女学校では卒業はしていないが、二三年勉強したことがある。英語が得意であり、日本語も堪能である。マリヤンは幼い時から
H
氏のことを知っており、
H
氏をおじいさんと呼ぶ。彼女は時々パラオ料理を
作って
H
氏のところに持って来る。H
氏の自宅を頻繁に遊びに来る「私」もよくご馳走になる。
マリヤンは「純然たるミクロネシア・カナカの典型的な顔」をしており、 「容貌よりも寧ろ、彼女の体格の方が一層豊か
に違ひない」という「全く、羨ましい位見事な身体」をしている。彼女は自分の容貌に対して「多少恥ずかしい」と考え
一四四
ているようであるが、 「私」は彼女の「実にのび〳〵と屈託の無い豊かな顔」を「大変立派」だと思う。一方、頭脳のほうは、彼女の容貌と全く違い、ほとんどカナカ
（9
（
ではなくなっている。
島民的な容貌と脱島民的な頭脳との大きなギャップのせいで、五歳の女の子を持っているマリヤンは、一度離婚した夫
と復縁したが、結局別れてしまう。H
氏によると、マリヤンはその家柄が原因で、めったなものを迎えることもできず、
また、彼女が開化しすぎているために大抵の島民の男では相手にならず、結局、もう結婚できないのではないかという状況である。実際、彼女の友達は日本人ばかりである。内地人の商人 細君たちの縁台などに割り込んでも、大抵その雑談の牛耳を執っているらしい である。「私」と
H
氏の二人が道を通りかかりにちょっとマリヤンの家に寄ったことがある。マリヤンの家はほかの島民の家と
変わらない。丸竹を並べた床が大部分 、一部だけ板の間になっている。天上 吊るされた棚には椰子バスケットがたくさん並び、衣類をしまわずだら なく干し物のように引っ掛ける一般の島民のよう 、室内に張られた紐には簡単着の類が乱雑に掛け れている。そして、竹の床の下に鶏共の鳴き声が聞こえる。マリヤンの親戚のような女性 一人で寝ころんでおり、二人の訪 をうさん臭そうな目で見 から寝返りを打 てしまった 板の間に小さ テーブルがあり、本が二冊載っていた。一冊は厨川白村の『英詩選釈』 もう一冊 岩波文庫 『ロティ 結婚』である。これを目にして、 「私」は思わず次のような感想を漏らした である。
さういふ雰囲気の中で、厨川白村やピエル・ロティを見付けた時は、実際、何だかへんな気がした。少々いたまし
い気がしたといつてもいい位である。尤も、それは、其の書物に対して、いたましく感じたのか、それともマリヤンに対していた〳〵しく感じたのか、其処迄はハツキリ判らないのだが。
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部屋の隅のみかん箱のようなものの中に、書物や雑誌の類が詰め込まれている。その一番上に載っているのは、彼女が
東京で学んでいた女学校の古い校友会雑誌らしきものである。
そして、 「私」がもう一度「いたましさ」を感じたことがある。それはマリヤンの盛装姿を見た時である。光り輝く茶褐
色の肌と裏白な洋装、円柱のような脚と細くて折れそうなハイ・ヒール、鬼をもひしぎそうな赤銅色の逞しく太い腕と短い洋傘。このコントラストを目にした時に、 「私」は可笑しさを禁じえなかった。
それと同時に、何時か彼女の部屋で「英詩選釈」を発見した時のやうな
いたましさ
00000
を再び感じたことも事実である。
但し、此の場合も亦、其のいたましさが
000000
、純白のドレスに対してやら、それを着けた当人に対してやら、はつきりし
なかつたのだが。
簡素というより貧弱な家に置かれている本を目にした時とマリヤンの盛装姿を見かけ 時、二回ともいたましく思った
のである。しかも、それはマリヤン本人に対してか、それとも本あるいは純白のドレスに対するものなの ははっきり判らないのである。何故「私」 いたましさを感じたの 。 の理由を考えてみよう。
三、植民地政策に対する批判
―
何故「いたましさ」を感じたのか
（一）日本の植民地教育政策に対する不満
「私」はマリヤンの家で本を目にした時に、マリヤンについてもったいないと思ったのであろう。パラオの中で一番開けたコロールの第一のインテリであり、英語と日本語を流暢に操り、英詩や文学作品さえ楽しむことができる。しかし、南
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洋という生活環境と釣り合わない教養の持ち主であるせいで、彼女の力量を発揮する場がなく、幸せな結婚さえ実現できない。一方、テーブルのうえに置かれている厨川白村の『英詩選訳』と『ロティの結婚』は周りの環境と全く合わない。同じ部屋で昼寝している女性も島のほ の人々もこのような高尚な本どころか、本さえ読まないのであろう。本屋らしい本屋や岩波文庫を扱う店が一軒もないコロール町では、マリヤンは内地人をも含めてコロール第一の読書家かもしれない。
南洋諸島では、一九一四年に日本が占領してから一九一八年までに、小学校は九ヶ所設置され、満八歳から十二歳まで
の児童に教育を受けさせていた。教育科目は、修身、国語、日本歴史、地理、算数、理科、手工、図画、唱歌、体操、農業（男子
（、裁縫・家事（女子
（
があったが、何よりもまず国語を習熟させることが先決であった。一九二二年に南洋群島
では南洋庁が設置され、教育制度の改正も行われ、島民学校は南洋庁公学校と改称された。公学校における総授業数 半分は国語に当てられ、すべての教科教育は日本語で行われた
（（1
（
。つまり、南洋群島における教育の目的は島民の日本への同
化である
（（
（
。
ところが、日本占領時代に小学校が設置されたものの、就学率はそれほど高くはなかった。矢口原忠雄氏の統計による
と、中島が南洋庁に着任する六年前の一九三五年の南洋諸島の就学率は十七％弱しかなかった
（（1
（
。
マリヤンは年齢 「三十に間がある」と書かれている め、中島が南洋に滞在する 四一～四二年頃は二十代後半で
あり、一九十二～十七年の生まれと考えられる。日本人のみ入学でき 中 校 一九四二年に設立されたが、マリヤンと同じ世代の島民は、十人のうち一人か二人しか小学校での教育 受けなかったと推測できる。 し コロール第一の名家 出身であるうえに、東京の女学校に二、三年間在籍したこともあり、英語と日本 が堪能である。したがって、彼女と一般的な とのギャップがあまりにも大きいため、彼女 釣り合う島民 男性はな なか居 い であろう。
中島敦は南洋庁に赴任した間に、南洋諸島各地の公学校の視察に出かけ、その様子と感想を作品「風物抄」や家族宛の
書簡に書き残している。
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「風物抄」の「Ⅰクサイ」に描かれているレロ島の公学校では、教員は校長の他、訓導一人と島民の教員補一人であるが、その訓導とは校長の奥さんである。ここはほかの島の公学校と違い、校長は授業を見せたくないのである。その授業に対していかに自信がないことが分かる。そして、 「風物抄」の「Ⅲポナペ」に登場している若い女性は、 「余り達者ではい・公学校式の角張つた日本語」で作者に声をかける。作者は公学校における日本語の教え方や教育の成果を疑っているといえよう。さらに、 「風物抄」 「Ⅳトラック」に記されている月曜島の公学校の生徒たちは、毎朝は愛国行進曲を歌いながら登校する 長 官舎の近くできちんと列を作ってから 校長の家に向かって一斉にオハヨウゴザイマスと言いながら頭を下げるのである。生徒たちは「みんなシャツ 着ているとはいうものの、破れ いる部分 方が繋がって る部分より多そうなので、男の子も女の子も真黒な肌が到る所から覗い いる。足は勿論全部跣足。学 から給与される か、感心に鞄だけは掛けている」という様子である。ほかに、小説「鶏」の冒頭に、ある公学校の新任の先生が挨拶する時の様子が記されている。若々しく見えるが既 長年の公学校 おける教育経験をもつこ 先生は、 「
凡およ
そボロ〳〵なシャツや
簡単着をまとつた数百の色の黒 男女生徒」に向けて、ごま そうと思ってはだめだと 、大人しく言うことを守れとか「怒鳴るやうな大声で」就任の挨拶をした。子供たちだけではなく、 「私」さえも「畏敬の色を浮かべ」ていたのである。島民の生活の苦しさ いかがわしい教育内容・教育方法がうか える。
作品には事実だけを書きとめ、家族宛の書簡には中島は自分の感想を述べている。一九四一年十一月六日付きで父田人宛の書簡には次のように書いている。
現下の時局では、土民教育など殆ど問題にされてをらず、土民は労働者として、使ひつぶして差支へなしといふの
が為政者の方針らしく見えます、之で、今迄多少は持つてゐた、此の仕事への熱意も、すつかり失せ果てました。
一四八
さらに、三日後の同月九日付きで妻タカ宛の書簡には、南洋の教育制度に対する不満を漏らしている。
土人の教科書編纂といふ仕事の、無意味さがはつきり判つて来た。土人を幸福にしてやるためには、もつと〳〵大
事なことが沢山ある、教科書なんか、末の末、の実に小さなことだ。所で、その土人達を幸福にしてやるといふことは、今の時勢では、出来ないこと のだ。今 南洋 事情では、彼等に住居と食物とを十分与へることが、段々出来なくなつて行くんだ。さういふ時に、今更、教科書などを、ホンノ少し上等にして見た所で始まらないぢやないか。なまじつか教育をほどこすことが土人達を不幸にするかも知れないんだ。オレはもう、すつかり、編纂の仕事に熱が持て く て了つた。土人が嫌ひだからではない。土人を愛するからだよ 僕は島民（土人（がスキだよ。南洋来てゐるガリガリの内地人より、どれだけ好きか知れない。単純で中々可愛い所がある。オトナでも大きな子供だと思へば間違ひがない。昔は、彼等も幸福だつたんだらうがねえ
島民を豊かにするための教育はほとんど重要視 れず ただ労働者として使いつぶそうとしている。彼らを幸せにする
には、国語教科書編纂という仕事は全く無意味なものである。住居と食物さえ保障できない時勢では、より良い教科書を提供しても、中途半端な教育では逆に土人達を不幸にするだけなのであろう。かつて彼らは幸せであったのに、今はもう幸福になれないのである。マリヤン その一 であろう。彼女は一般 島民がなかなかできない東京 の留学生活を送ったことがある。ビルが立ち並び、自動車が走る昭和初期の東京では、新しく新鮮なものに触れ、別世界を体験し 。しかし、彼女は女学校を卒業したわけではなく、二、三年在籍しただけ ある。 たがって、学習した知識も中途半端なもであり 接触したものも表面的なものとしか えない。東京から別世界 南洋に戻った今、自分の容貌を恥ずかしく思い自分を取 巻く環境を軽蔑し、南洋生活に溶け込めなくなってしまっ のである。
一四九
中島敦の南洋物にみられるその時代意識
中島敦の作品には、周りの環境と釣り合わない知識を得ることによって、苦痛を味わい、不幸な人生を送る主人公がた
くさん登場する。たとえば、 「悟浄嘆異」の悟浄は、流沙河の妖怪たちが文字を軽蔑し、 「文字を解すること」が「生命力衰退の徴候」と見なしている環境の中、悟浄は「文字を解するために」憂鬱な毎日 送っている。 「狐憑」のシャクは、鷹や狼や獺などの霊にのりうつられ、不思議な言葉を吐き出し 人々に面白い話を聞かせる。彼の話に聞き惚れ、仕事を怠る人も出る。その後、憑きものが落ちても、シャクはもはや以前の勤勉の習慣を取り戻せず、有害無用のものとして部落の人々に煮て食べられてしまう。そして、 「文字禍」の老博士ナブ・アへ・エリバは、毎晩アッシリアのニネヴェの宮廷の図書館に出没し いる文字 精 ついて研究するようと、大王に命じられる。研究した結果 人間は文字を覚え、知識が身につき、あらゆる物を発明し始めてから、逆に健康が損なわれ、頭が働かなくなっ こと 発見する。作品は文字が人間にもたらした害をユーモラスなタッチで描 いる。文字を誤解する人間への風刺もあるかもしれないが、 への盲目的崇拝に対する批判ともいえよう。ほか 、自伝的小説「狼疾記」の冒 に、映画館で見た南洋土人の生活と祭りのシーンを見ているうちに、中島敦の分身である三造は 久 く忘 ていた不安に襲われてくる。以前、彼は「原始的な蛮人の生活の記録を読んだり、其の写真を見たりす 度に、自分も彼等の一人として生まれてくることは出来な つたも だらうかと考へた」ものである。もしその一人として生まれることが出来たら、 「輝かしい熱帯の太陽の下 、唯物論
維ゆいま
摩居
こ
士じ
も無上命法も、乃
ないし
至は人類の歴史も、太陽系の構造も、すべてを知らないで一生を終へることも出来た筈」ということ
になる。文字を覚え り、知識を知ることによっ 、悩みや恐怖を感じ まい 彼らのように呑気に楽 過ごせることができないのではないかと「三造」は考えている。
さらに、一九四一年十二月二日付きで妻タカ宛の書簡においては、サイパンの公学校を視察した後の感想を記している。
ここの公学校の教育は、ずゐぶん、ハゲシイ（といふよりヒドイ（教育だ。まるで人間の子をあつかつてゐるとは
一五〇
思へない。 （中略
（
或る学校へ行くと、読み方は今のままで良いから、算数の教科書を作つてくれといふ。理科の教科
書がほしいといふ所もある。ひどいのになると、裁縫の教科書を作つてくれといふ所もある。
ほかに、中島敦の一九四一年の手帳には、南洋庁地方課における教科書編纂についての会議内容と見られるメモが残っ
ている
（（1
（
。冬島の岩辺氏の発言によると、修身教科書が必要とのことで、その理由は以下のとおりである。奴隷的駆使に非ざる自発的労働力提供を目ざさんとす。その基礎としての道徳心養成。
ここから分かるように、統治者にとって都合のいい労働力を提供するのが南洋庁の教育の目的といえよう。中島敦の家族宛の書簡から分かるように、土人の教育政策の目的は彼らを幸せにするためではなく、ただ土人に自国の
言葉を覚えさせ、同化政策を推し進めることで、南洋諸島を統治しやすくするためである。一方、彼らが必要な実学を全く重要視せず、搾取するのが本当の目的である。このような教育政策は為政者の都合のみを優先しており、現地の生活実態を全く考えていない。マリヤンは植民地の統治者の目から見ると南洋政策の成功例であるが、 「私」の目の中には犠牲者といえよう。
ところで、日本政府の教育政策で、計画どおりに大人しくなる島民がほとんどであるが 中に全く従順 ならない者も
いた。ナポレオンという島の少年がそうである。「環礁」という総題の下に収められている小説「ナポレオン」は、土方久功の日記にある記録に基づいて書き上げたものである。土方は日記『南方離島記』 「十月二日」の中で、メリール島で会ったナポレオンという少年のことを記している。彼は公学校へ ほとんど通わず、盗みばかり働いていたので、全島民が二十人にも満たないメリール島へ流刑された
一五一
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十三、四歳の少年である。土方はこの少年について、たった二年程でパラオ語を忘れて地元のプル語しか話せなくなったことを大変不思議に思うこと、そして、悪習を本心から悔い改めようと努力しないことについて、 「何か世の中の一番真暗な一面にぶつかった様な気がす
（（1
（
」と書きとめている。
一方、これを素材にして創作した中島の「ナポレオン」では、ナポレオンの流刑期間や流刑地を創作し、加えて彼を召
捕りに行く警察官という対立する人物を登場させる。 「島民の前には絶対権威をもつ」警察官であるが、脱走に失敗し、憤然としたナポレオン 不自由なひじで突き飛ばした時に 警察官の「愚鈍そうな貌に、瞬間、驚きと共に一種の怖れの表情が浮かんだ」のである。つまり、中島はナポレオンと警察官との対立を設定し、さら 統治者へ反抗する一少年に対する警察官の落胆と恐怖を書き加えている。つまり、ナポレオン少年を通して為政者に対する不満さえ表して のではないかと思われる。（二）統治者利益による植民地の文明移入に対する不満
マリヤンの盛装姿を見かけた時、島民の体格や肌の色に全く合わない洋服、細くて折れそうなハイ・ヒール、繊細な洋
傘を最高の晴れ着と思い、喜んで着込んでいるマリヤン それと同時に不似合いな人に着られている純白のドレス 可哀そうに思った であろう。
その二三日後、 「私」は自分の宿舎のすぐ傍のバナナ畑の除草作業をしているマリヤンを見かけた。彼女 「色の褪せ
た、野良仕事用のアツパツパに、島民並の跣
はだ
足し
」で、 「此の間の盛装に比べて今日は又ひどいなりをしてゐる」のである。
彼女は「私」の目線に気づいた時 自分のみっ もない姿に恥ずかしく思っただろうか、さよならも言わず 向こうへ行ってしまったのである。「私」の目のなかでは、マリヤンの盛装姿は野良着と同じぐらい「ひどいなり」である。島民に合わない洋服を持ち込ん
一五二
できたのは西洋の植民地統治者であろう。コロール島はパラオの中で一番栄えた島で、一八八五年以降相次ぎスペイン、ドイツの植民地となり、第一世界大戦の一九一四年より日本の統治下に置かれるようになる。西洋文明の一部といえる洋装は、西欧植民地時代よ 島に浸透してしまった。
コロール島のことだけではない。 「風物抄」のなかに描かれているマーシャルの島民、特に女性は非常にお洒落で、どの
家にも必ずミシンとアイロンは備えている衣装道楽である 一方、その住宅は床やまともの窓さえなく、ミクロネシアの中で最も貧弱なものである。南洋の生活環境に全く合わない盛装が島民の生活の重要な一部として定着している様子を見て、 島は「宣教師と結託し ミシ 会社の辣
らつ
腕わん
に呆れる」ばかりで、自分の利益のために、島民に全く合わない、なお
且つ必要でもない のを持ち込んできた為政者に不満を感じてしま
同じような西洋文明の侵入に対する批判は「マリヤン」のほかの箇所からも読み取れる。西洋文明の移入によって、本
来の美しさを失い、一種の畸形 姿を呈 ている。 「温帯の価値標準が巾をきかせてゐる」ため、 「一種の混乱」が生じ「熱帯美」も「温帯美」もともに、 「美」というものが全く存在しておらず、 「温帯文明的な去勢を受けて萎びている」ように見える。ここにあるものは、ただ「植民地の場末と云つた感じの・頽廃 た」 、 「妙に虚勢を張つた所の目立つ・貧しばかり」である。 のように、南洋風景の描写を通して、 への文明 侵入に対する不満を表している。「マリヤン」と同じく「環礁」という総題の下に収められている短篇「真昼」は、南洋の島で昼寝から醒めた「私」が、波の音を聞き、海を眺めながら自分の南洋行 目的と意義について思いをめぐらす内容である。 私」は南洋を拠点として創作活動を行っていたランボー、ゴーギャン、ロティ、メルヴィルの名前を思い出す。彼らは「み 近代文明を嫌って南へ赴いた人たち
（（1
（
」である。作者の中島敦も南洋を侵食する近代文明に反発する者の一人であろう。そして、南洋の風景に
ついては、 「ロティとメルヴィルの画いたポリネシアの色褪せた再現を見 お に過ぎぬのだ」と描写 て る。植民地政策によっ 本来の熱帯美を失ってしまった南洋に対する失望の念を隠せないのである。
一五三
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ほかに、中島が南洋群島の公学校の視察で島々を廻った際に記した、一九四一年十月一日付きで妻タカ宛の書簡の一節
がある。
僕は今迄の島でヤルートが一番好きだ。一番開けてゐないで、スティヴンスンの南洋に近いからだ。
温帯文明に侵入されず、 「開けていない」南洋への中島の憧れもここから読み取れる。時代背景と創作時期を重ねて読み進めていくと、作品に潜んでいる作者の意図をより明らかにすることができる。 「マリ
ヤン」を含め、 『南島譚』の南洋物は、太平洋戦争勃発後の一九四二年八月以降に書き上げたものである。戦時下、あらゆる出版物が厳しい検閲を受けていたなか、日本の植民地政策に対する不満など反政府的な発言は許されないことであった。出版物にとどまらず、戦地からの私信さえも検閲の対象となっていた。
中島敦はこの検閲制度のこ をよく知っていた。そのため、南洋庁から辞任直前に家族に出した最後の長い手紙には、
「飛行便でも検閲にヒマがかかる」と記し、いつもと違ってポストに投函せずに、内地に帰る人に託して東京か横浜でポストに投函してもらった。その手紙の最後には、 「中をあけて、しらべられるため、僕の方でも十分に言ひたいことを言へないようなこともある」や、 「これだけ書いただ でも、普通で出した 、中をしらべられて、破り棄てられて了つて、そちらへととゞかないだらう （一九四二年一月九日付き 妻タカ宛
（
などと書き加えている。しかし、手紙の内容は送ってほ
しいもの か、健康状況や生活状況とか、子供 教育 ついて 考えなど大したことは書いていないのに、破り棄てられる可能性を危惧しており、当時の検閲制度を強く意識していたこと 伺われる。
このように出版物や私信に対する厳しい検閲が実施されていた中、中島敦は作品を創作する時にも「十分に言ひたいこ
一五四
とを言へない」ため、その鋭い批判の矢を隠喩として南洋物の中に埋め込もうとした可能性が十分あると考えられる。以上のように、 「マリヤン」をはじめとする中島の南洋物を時代背景と結びつけて考察した時、彼の時代意識がより明らかになったといえよう。
おわりに
「マリヤン」は中島敦が南洋物を構想する段階ですでに存在していたもので、実体験に基づいて創作された作品であるため、当時の南洋政策に対する作者の認識がより捉えやすい作品であ 。本稿は「私」がマリヤンの家に置かれている本と彼女の盛装姿を目にした時に、二回も「いたましさ」を感じたことに注目し、彼の書簡や日記、そしてほかの南洋物と合わせてそ 理由を追究してきた。分析の結果 はユーモラスな筆触でマリヤンの生活状況を描いてはいるが、その実、厳しい検閲さえも及ばない巧みな文章で書かれた、中島敦 植民地教育政策や南洋への西 文明の侵入に対する不満と批判 および彼の島民の生活状況 対する憂慮の念をうかがうことができよう。注（
（
　「幸福」 「夫婦」 「鶏」は一九四二年八月下旬に脱稿、その後、単行本『南島譚』の諸作品を書き上げた（ 『中島敦全集』第一巻（筑摩書房、二〇〇一年十月
（
の「解題・校異」を参照
（。同年七月三日付きで鈴木美江子宛の書簡には、 「これからは役人をやめて、
原稿を いて生活して行くことになるでせう」と、また、同年七月八日付きで小宮山静宛の書簡には、 「僕の最初の本が今月中に出る筈。これからは、カキモノをして生活して行くことになります」と書いている。したがって、中島敦は作家として生きて行くと決意した直後に『南島譚』の諸作品を書き上げたと思われる。
（
（
　『中島敦全集』別巻、筑摩書房、二〇〇二年五月
一五五
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（
（
　
土方久功の帰国後、二人の間には文通がある。マリヤンは一九七一年に五十四歳で亡くなった。マリヤンの娘グロリアは、今コ
ロールの女王と呼ばれているという。 （岡谷公二著『南海漂泊
―
の生涯
―
』河出書房新社、二〇〇七年十一月（
 
　
マリアはその後再婚し、名前はマリア・ギボンからマリア・メレップに変わっていた。
 
　
一九六七年、すなわち土方と敦がマリアと別れてから二十五年後の土方の日記に、マリアから久しぶりにとどいた日本語の手紙
がそのまま引き写されている。 「実を言ふと、日本語・日本文字をすつかり忘れました。二十年以上もぜんぜん話す日本人も居らず、本も読 ずでは忘れます」とマリアは書く。土方は「ヨク、コレダケ日本字ヲオボエテイタモノダと思ウ」感心して付け加えている。 （岡谷公二著『南海漂蕩
―
ミクロネシアに魅せられた土方久功・杉浦佐助・中島敦』冨山房インターナショナル、二〇
〇七年十一月
（
（
　
中島敦は一九四一年十二月二十一日の日記において、 「今日の料理はマリヤのご馳走なり」と、また、同月三十一日の日記にも、
「十一時、外に出て一同マリヤを誘出し、月明に乗じコロール波止場に散歩す、プール際にて少憩。帰途初詣の人に会ふこと多し、疲れて帰る」と記している。
（
（
　
マリアという名前が土方久功の日記に頻出している。岡谷公二氏の調査 よると、 「今日 アノ所にパラオ語ヲヤ ニユク」
「夜マリアノトコロニ行キ、例ノ如く古イ歌ヲシラベル」 「マリア、約束通リキテクレ、九時スギマデ歌ヲヤッテクレル」という記述がいたるところに見られる。 （岡谷公二『南海漂泊
―
土方久功の生涯
―
』河出書房新社、二〇〇七年十一月（
（
（
　
佐々木充「 『南島譚』三篇
―
光と闇
―
」 、佐々木充著『中島敦の文学』 （桜楓社、一九七三年六月（に所収
（
（
　
ほかに、 「意図的に作ったマリヤン像」による近代知識人の投影という論点 挙げられる。 （洪瑟君「中島敦「マリヤン」論
―
島民に投影された作家自己のイメージ」 、 『国文学攷』 （二〇三（
、二〇〇九年九月（
（
8（　
初出は「中島敦『環礁』の方法」 （ 『国文学
　
解釈と鑑賞』五十九巻四号、至文堂、一九九四年四月
（、山下正史著『中島敦とそ
の時代』 （双文社、二〇〇九年十二月（に所収
（
9（　
ミクロネシア、マーシャル諸島、パラオなどの島々の住民を一般的に呼ぶ俗称。先住民をさす蔑称として植民者により太平洋各
地で用いられた。ポリネシア語で「人」あるいは「男 を意味する「タガタ」が音韻変化によりカナカ なった。
（
（0（　
南洋群島教育会編『南洋群 教育史』一九三八年十月
（
（（
　
関正昭著『日本語教育史研究序説』スリーエーネットワーク、 九七 六月
一五六
（
（（
　
矢内原忠雄著『南洋群島の研究』岩波書店、一九三五年十月
（
（（
　『中島敦全集』第三巻、筑摩書房、二〇〇二年二月
（
（（
　『土方久功著作 六 三一 一九九一 十一月
（
（（
　
岡谷公二著『南洋漂蕩』
―
ミクロネシアに魅せられた土方久功・杉浦佐助・中島敦』冨山房インターナショナル、二〇〇七年
十一月
※中島敦の作品の本文の引用（傍点を含む
（
は全て『中島敦全集』 （筑摩書房、二〇〇一年
（
による。ただし、旧字は全て新字に改め
た。
